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森川・他（2020; JpGU）では、様々な強震動予測モデルの構築、改良、検証を可能とする強震動統一データ

ベースの構築を目指して、2018年までのK-NET、KiK-netによる全観測記録について、気象庁およびF-netによ

る震源情報、PS検層データと地震ハザードステーションJ-SHISより公開されている地下構造モデルに基づく観

測点情報と紐づけした試作版を構築した。 

 

一方で、我々はすでに地震動予測式を提案している (Morikawa and Fujiwara, 2013) が、観測値と予測値との

残差（あるいは比）のデータを分析することは、後述するように予測式そのものの改良や地震動予測結果のば

らつき分布形状の詳細なモデル化につながる。そこで、上述の強震動データベース試作版における観測値と

Morikawa and Fujiwara (2013) の予測値に対する振幅比（計測震度については差）から成る「残差データ」を

作成した。このとき、モーメントマグニチュードが推定されていない地震については気象庁マグニチュードを

用い、地震規模や震源距離に対する適用範囲外の場合であってもそのまま外挿して予測値を求めている。 

 

この「残差データ」について、地震規模や震源距離等との関係を検討することにより、既存式への追加補正項

の適用による改良の方針を定めることが可能となる。それにより、既往式の適用範囲外となるマグニチュード

5未満の地震や250km程度より遠い観測点に拡張して適用できる補正項を追加することで、例えば、観測記録

に基づく観測点の経験的な揺れやすさ（森川・他、2008）を評価する場合において、小規模・遠方の観測記

録も用いることも可能となり、精度の向上も見込まれる。一方で、「残差データ」は強震動予測結果における

ばらつきに相当する。そのため、「残差データ」の分布形状そのものについての詳細な検討も行う。ここで

は、特に大振幅域における対数正規分布（計測震度の場合は正規分布）の妥当性に着目して検討を進める。
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